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ン

カ
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綿
業
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産
業
構
造
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ャ
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カ
シ
ャ

l
綿
業
の
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立
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一
部
本
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)

問
、
ラ
ン
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シ
ャ

l
綿
業
の
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開
(
以
下
弐
蹴
)

L .. 

カミ

き

五
、
産
業
革
命
へ
の
展
望

六
、
結

語

一
、
は

カ5

し

3 

イ
ギ
リ
ス
資
本
主
義
護
達
史
上
、
十
六
世
紀
よ
り
産
業
革
命
に
至
る
二
世
紀
齢
の
時
期
に
は
、
既
に
後
の
稜
展
に
と
っ
て
素
地
と
な
る

べ
き
近
代
的
生
産
力
や
近
代
的
生
産
様
式
が
何
ら
か
の
形
で
打
出
さ
れ
、
且
展
閉
そ
遂
げ
て
い
七
の
で
あ
っ
て
、
通
常
「
初
期
資
本
主
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ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
産
業
構
浩

琴
!I!-} 

義
」
と
し
て
把
握
さ
れ
、
或
い
は
「
7

ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
品
ア
段
階
」
と
し
て
規
定
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
周
知
の
如
く
、
こ
の

段
階
に
お
け
る
イ
ギ
リ
ス
闘
民
経
捕
の
構
遺
的
護
展
に
基
軸
産
業
と
な
っ
て
資
本
主
義
へ
の
設
を
推
進
し
て
き
七
の
は
「
闘
民
的
産
業
」

と
し
て
古
い
歴
史
と
偉
統
治
-
有
し
、
而
も
嘗
時
の
閥
際
商
業
戦
裡
に
お
い
て
も
重
要
な
る
輸
出
商
品
た
る
地
位
を
占
め
て
い
七
毛
織
物
工

業
で
あ
り
、
こ
れ
に
比
し
て
後
年
産
業
革
命
の
口
火
栓
き
り
、
見
る
人
の
眼
に
「
美
と
叡
智
と
恩
裏
」
の
具
現
μ
」
さ
え
映
じ
七
機
械
制
工

場
経
替
を
率
先
し
て
成
立
せ
し
め
る
木
綿
工
業
も
、
初
期
資
本
主
義
の
時
代
を
通
じ
て
は
寧
ろ
毛
織
物
工
業
の
一
部
門
と
し
て
、
基
本
的

に
は
そ
れ
と
ほ
ピ
同
様
の
産
業
構
建
暑
と
り
つ
L
、
主
と
し
て
-
フ
ン
カ
シ
ャ

l
の
一
隅
で
、
重
要
で
は
あ
る
が
附
牛
的
な
護
展
を
遂
げ
つ

つ
あ
っ
大
に
過
ぎ
な
い
。
本
稿
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
が
ど
の
よ
う
な
生
産
組
織
と
市
場
構
法
の
も
と
に
産
業
革
命
へ
の
契
機
を
醸
成
し

飛
躍
的
殻
展
の
時
期
を
迎
え
る
に
至
。
た
か
を
考
禁
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
幾
つ
か
の
興
味
あ
る
問
題
が
伏
布
し
て
い

る
。
就
中
わ
れ
わ
れ
の
佐
川
鮪
そ
初
期
資
本
主
義
展
開
過
程
に
占
め
る
産
業
費
本
及
び
商
業
費
本
の
各
々
の
立
場
乃
軍
機
能
の
問
題
、
或
い

は
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
と
問
屋
制
の
関
連
の
追
求
と
い
う
資
本
主
義
護
建
史
上
の
根
本
的
課
題
に
あ
わ
せ
て
考
察
し
て
ゆ
け
ば
、
産
業

革
命
展
開
の
主
要
分
野
と
な
っ
七
木
綿
工
業
は
こ
の
時
代
ぞ
遁
じ
て
も
傾
る
重
要
な
る
示
唆
を
提
供
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
騒
々
引
合

に
出
さ
れ
る
ヨ

1
ク
シ
ヤ

l
・
ク
エ
ス
ト
・
-
7
4
デ
ィ
ン
グ
の
毛
織
物
工
業
地
帯
と
同
様
に
、
す
ぐ
れ
て
農
村
工
業
的
性
格
を
帯
び
て
い

ち
フ
ン
カ
シ
?
の
産
業
構
遣
も
十
六
・
七
世
紀
の
初
期
の
段
階
に
は
「
主
と
し
て
小
猫
立
生
産
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
枇
舎
υ

で
あ

り
、
田
虫
色

H
E
m込
書
の
農
民
的
織
布
経
緯
両
が
生
産
構
造
の
原
基
的
要
素
で
あ
っ
・
ち
に
も
拘
ら
ず
、
十
七
世
紀
初
頭
木
綿
工
業
が
ラ
ン

カ
シ
ャ

1
に
確
立
す
る
そ
の
最
初
か
ら
、
こ
の
工
業
に
お
い
て
は
観
々
な
る
形
で
商
業
費
本
に
よ
る
直
接
生
産
者
支
配
が
蘭
汎
に
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
恰
も
小
生
産
者
の
猫
立
経
替
在
覆
う
が
如
く
原
料
並
び
に
製
品
の
取
引
に
信
用
闘
係
が
介
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
0
4

ん
も

そ
の
支
配
内
群
は
直
接
生
産
者
を
一
定
規
模
の
経
傍
に
緊
縛
し
て
彼
ら
の
牧
奪
を
招
く
よ
う
な
苛
酷
な
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
商
業
資
本

の
媒
介
栓
前
提
と
し
て
中
世
的
規
制
か
ら
自
由
な
農
村
工
業
の
展
開
が
順
調
に
達
成
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
而
も
そ
の
支
配
は
綿

-120ー



業
の
費
展
に
つ
れ
、
且
取
引
の
量
的
増
大
に
つ
れ
て
続
々
強
化
さ
れ
、
十
七
世
紀
末
以
降
の
加
速
度
的
な
護
展
は
産
業
革
命
に
近
づ
け
ば

近
づ
く
程
問
屋
制
支
配
の
摘
大
・
強
化
そ
粛
し
て
い
る
。
然
し
問
題
は
こ
れ
の
み
に
止
ら
な
い
。
更
に
こ
の
問
屋
制
度
そ
媒
介
と
し
て
資

本
制
関
係
の
創
出
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
問
屋
制
支
配
網
の
摘
延
に
つ
れ
て
小
生
産
者
の
雨
極
分
解
が
進
行
し
、
一
方
で
は
貧
窮
化

し
た
紡
績
工
や
織
布
工
が
生
産
要
具
の
所
有
権
冶
さ
え
喪
失
し
て
デ
・
フ
ァ
ク
ト
の
賃
銀
努
働
者
の
隊
伍
に
棒
柑
附
し
て
ゆ
く
と
共
に
、
他

方
に
は
彼
ら
の
裡
か
ら
身
を
起
て
て
吉
伸

8
3丘
、
或
い
は
更
に
目
白
ロ

5
2
5
6
へ
と
身
分
的
上
昇
を
遂
げ
る
者
が
現
わ
れ
に
。

勿
論
こ
の
過
程
に
お
い
て
上
昇
系
列
を
辿
る
小
生
産
者
の
職
場
経
替
が
描
大
さ
れ
、
小
マ
ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ュ
ア
の
形
態
を
と
っ
て
い
に
こ

と
も
見
逃
さ
れ
な
い
。
然
し
慨
し
て
言
え
ば
、
か
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
近
傍
の
毛
織
物
工
業
に
比
し
て
「
農
村
織
元
」
型
の
調
立
小
産
業
資

本
の
形
成
は
準
か
に
微
弱
で
あ
り
、
そ
の
上
彼
ら
の
経
鵬
首
自
瞳
も
安
本
の
支
配
に
劃
し
て
完
全
な
る
猫
立
性
を
保
っ
て
い
た
と
も
思
え
な

い
。
と
も
か
く
産
業
革
命
の
直
前
に
至
れ
ば
、

7

ン
チ
ェ
ス
タ

l
商
人
ぞ
頂
貼
と
し
、
近
郊
各
地
に
本
撮
を
も
っ
七
古
田
罫
肖
ゐ
丘
或
い

は
の
O
回
ロ
可
U

司
自
由
ロ
ロ
官
。
昨
日
時
を
経
由
す
る
木
綿
工
業
の
前
貸
機
構
が
袋
々
翻
然
と
重
屠
化
さ
れ
て
ゆ
く
の
が
認
め
ら
れ
る
。
か
く
し
て

前
貸
機
構
の
重
監
の
下
に
小
生
産
者
の
分
解
は
進
捗
し
、
反
面
そ
の
機
構
の
頂
黙
に
立
つ

s
z
n
F
S同
自
白
宮
崎

R
U両
日

の
挙
中
に
は

-121-

著
し
い
貨
幣
費
本
の
蓄
積
が
貫
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
商
業
費
本
家
の
資
本
投
入
を
侠
っ
て
産
業
革
命
期
工
業
企
業
の
多
数
が
護

足
し
、
木
綿
工
業
の
飛
躍
的
護
展
が
可
能
と
な
っ
七
の
で
あ
っ
士
。
き
れ
ば
本
稿
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
の
経
情
構
造
を
検
討
す
る
こ
と

是
通
じ
て
、
近
代
資
本
主
義
殻
達
史
上
に
お
け
る
商
業
費
本
の
役
割
に
つ
い
て
何
ら
か
の
示
唆
空
得
士
い
と
思
う
の
で
あ
い
勺

説

(
1
)
h
r
p
骨
目
当
ロ
司
由
喝
、
吋
宮
の
O
件
件
。
回
出
曲
目
民
国
n
g
E
え
の
円

g同
凶
島
田
町
田
・
40--

ア
同
∞
u
m
-
唱

-Hn日4
・

(

2

)

k

〉伊.同司V
.
4巧『苫白昆仏昔回
d

毒き匂g。吋耳件岱『
ι烏
酢
同
.
骨

E口
a司恒旨一向向
E
回P.
斗当=】F冨戸届由。。♀件芹苦仲ぢ。
Bロ
4斗司つ7♀一司司邑回回
BロE仏阿
Fロ包仏
EロE由可E凶曲

(

3

)

ラ
ン
カ
シ
ヤ

1
綿
業
に
胸
す
る
邦
女
参
考
文
献
と
し
て
、
義
営
り
本
稿
の
主
題
に
関
連
の
あ
る
も
の
は
次
の
如
く
で
る
る
。

大
塚
久
雄
「
問
展
制
度
。
近
代
的
形
態
」
(
近
代
安
本
主
義
の
系
語
、
上
、
昭
和
二
十
六
年
、
所
収
)
。

経
済
皐
研
究
一
一
一



ラ
ン
カ
シ
ャ
1
綿
業
の
産
業
構
遺

琴
llli'・

中
川
敬
一
郎
「
イ
ギ
り
ス
産
業
資
本
の
展
開
」
(
高
橋
帯
八
郎
編
著
、
近
代
資
本
主
義
の
成
立
、
昭
和
二
十
五
年
、
所
牧
)
。

同

「

イ

ギ

リ

ス

綿

栽

に

お

け

る

工

場

制

度

の

成

立

」

(

経

済

準

論

集

、

第

二

十

絵

、

四

l
五
続
可

小
原
敬
士
「
ラ
ン
カ
シ
ャ
木
綿
工
業
一
の
溌
肢
と
そ
の
膝
史
地
税
的
保
件
」
(
枇
品
目
綾
城
聞
史
襲
、
第
十
六
品
世
間
鏡
、
第
十
七
巻
一
一
鋭
、
第
十
八
袋
三

競
)
。
杉
森
一
一
郎
「
イ
ギ

F
ス
綿
工
業
に
於
け
る
手
続
工
の
波
務
過
程
」
(
枇
合
総
務
史
雄
、
第
五
各
一
一
古
都
)
。

一一、
ラ
ン
カ
ジ
ャ

1
綿
業
の
起
貼

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
木
綿
工
業
の
躍
史
は
比
較
的
新
し
い
こ
と
に
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
一
五
五
四
年
以
降
、
殊
に
一
五
六
一
年
よ
り

相
嘗
多
数
イ

1
4ハ
ト
・
ア
ン
リ
ア
に
移
怯
し
た
ワ
ル

l
ン
人
及
び
才
-
ブ
ン
ダ
人
新
教
徒
の
避
難
民
が
'
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
織
布
技
術
を
停
え

た
こ
と
治
以
っ
て
始
ま
る
。
こ
の
織
物
は
経
糸
に
跡
、
緯
糸
に
綿
冶
使
用
す
る
交
織
で
あ
り
、
こ
れ
以
後
ア
ー
ク
ラ
イ
ト
の
水
力
紡
績
機

護
明
に
至
る
ま
で
経
糸
に
も
綿
糸
を
用
い
る
純
綿
布
が
全
く
製
造
し
得
な
か
っ
七
と
は
簡
苦
悶
さ
れ
な
い
が
、
然
し
イ
ギ
リ
ス
の
木
綿
工
業

は
宮
注
目

w
g罫
)
ロ
回
目
H
H
O

ロ
な
ど
交
織
の
織
物
と
し
て
稜
達
し
た
の
で
あ
っ
七
。

こ
の
よ
う
な
織
物
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
は
既
に
十
二
世
紀
か
ら
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
地
中
海
沿
岸
の
各
地
に
製
遇
さ
れ
た
の

で
あ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
域
に
贋
く
交
易
さ
れ
て
い
た
が
、
十
四
世
紀
に
は
げ
釦
月
宮
昆
織
の
名
の
も
と
に
ア
ク
一
グ
ス
プ
ル
グ
、
ク

ル
ム
在
中
心
と
す
る
南
満
に
繁
柴
し
、
か
の
プ
ツ
ガ

1
家

E
高
の
官
も
こ
れ
の
問
屋
制
支
配
と
輪
出
業
務
を
以
て
築
き
あ
げ
ら
れ
七
の
で

あ
丸
一
向
。
十
六
世
紀
に
は
更
に
北
上
し
て
フ
d

ア
ン
ダ
ー
ス
、
才
ラ
ン
ダ
に
摘
つ
だ
か
、
他
方
九
・
4

ス
、
フ
ラ
ン
ス
等
へ
も
護
展
し
、
ア
ン

ト
ワ

1
プ
が
そ
の
闘
際
的
取
引
の
中
心
市
場
を
な
し
て
い
た
。
勿
論
こ
の
織
物
白
樺
は
イ
ギ
リ
ス
で
も
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と

-122-



な
り
、
且
比
較
的
安
債
で
も
あ
っ
た
の
で
相
官
量
の
輪
入
が
な
さ
れ
て
可
成
り
商
い
用
途
に
用
い
ら
れ
て
い
た
。
克
も
、
棉
花
も
十
四
・

五
世
紀
密
通
じ
て
ロ
ン
ド
ン
、
イ
プ
ス
タ
イ
ツ
チ
、
サ
ン
ワ
ィ
ツ
チ
、
サ
ウ
ザ
ン
プ
タ
ン
、
リ
ン
等
の
諸
港
に
引
績
き
輸
入
さ
れ
、
且
フ

ア
ス
ア
イ
ア
ン
織
の
模
遣
も
な
さ
れ
士
の
で
あ
る
が
、
然
し
未
ピ
織
布
業
の
一
部
門
と
し
て
は
確
立
し
な
か
っ
士
。

と
も
か
く
、
イ
ン
ダ
フ
ン
ド
東
部
の
ノ

l
リ
ッ
ヂ
を
中
心
と
す
る
地
方
に
移
植
さ
れ
七
フ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
織
布
業
は
こ
L
で
は
遂
に
永

久
の
根
を
下
さ
ず
、
亡
命
者
や
そ
の
技
術
の
特
権
都
市
へ
の
移
入
は
蝕
り
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
大
し
、
椴
令
ヨ

l
ク
や
ダ
プ
リ
ン
の
如
き
都

市
で
積
極
的
に
こ
の
工
業
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
計
畜
が
あ
っ
て
も
成
功
在
み
な
か
っ
士
。
そ
れ
に
反
し
て
、
ラ
ン
カ
シ
ャ
ー
で
は
一
六

O
一
年
に
.
ボ
ル
ト
ン
で
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
製
造
が
記
録
に
見
え
、
更
に
二
ハ
一
二
年
ロ
ン
ド
ン
の
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
商
人
が
議
舎
じ
請
願

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
「
約
二
十
年
以
前
に
こ
の
王
園
の
種
々
の
人
々
、
し
か
し
主
と
し
て
-
ア
ン
カ
ス
タ
l
の
州
の
人
々
は
、
別
の
フ

ア
ス
テ
ィ
ア
ン
身
つ
く
る
鋒
み
を
見
出
し
七
」
と
述
べ
、
そ
れ
が
東
方
の
棉
花
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
蹴
糸
の
交
織

で
あ
っ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
年
産
四
万
反
、
こ
れ
じ
携
わ
る
貧
民
は
数
千
人
に
及
ぶ
と
指
摘
心
て
い
が
v

か
よ
う
に
木
綿
ヱ
業
が
ほ
か

な
ら
ぬ
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
に
確
立
さ
れ
士
の
は
、
漁
度
や
水
質
の
如
き
自
然
的
篠
件
、

7

ン
チ
ェ
ス
タ
1
市
嘗
局
が
外
園
人
織
元
の
移
伎
を

奨
蹴
し
管
業
を
保
護
し
た
と
い
う
事
情
も
者
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
こ
の
地
方
が
他
の
如
何
な
る
繊
維
工
業
中
心
地
に
比
し
て
遁
か

に
中
世
的
規
制
の
制
約
を
受
け
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
新
興
工
業
が
自
由
に
展
開
し
得
る
よ
う
な
枇
曾
経
済
的
基
盤
に
惑
ま

れ
て
い
七
か
ら
で
あ
っ
七
。
尤
も
、
-
ア
ン
カ
シ
ャ
ー
に
は
既
に
十
五
世
紀
以
来
農
村
地
帯
情
汎
に
家
内
工
業
が
展
開
し
、

g耳
o
p
昨日
N
ゅ

な
ど
の
組
製
毛
織
物
及
び
蹴
織
物
生
産
が
勃
興
し
て
、
殊
に
十
六
世
紀
に
は
こ
れ
ら
の
毛
織
物
が
頻
り
に
大
陸
へ
輸
出
さ
れ
る
ま
で
に
も

な
っ
大
に
拘
ら
ず
、
十
六
世
紀
末
よ
り
十
七
世
紀
初
め
に
か
け
て
イ
ス
パ
ニ
ア
と
の
戦
争
は
大
陸
の
主
要
市
場
ぞ
失
い
、
多
大
の
船
舶
そ

喪
失
す
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
、
輸
出
産
業
に
大
打
撃
を
興
え
て
深
刻
な
櫨
績
的
不
況
を
粛
し
た
。
そ
の
七
め
販
路
是
圏
内
市
場
に
求
め
e

ざ
る
そ
得
ず
、
恰
も
大
衆
の
晴
好
は
椛
毛
糸
を
使
用
す
る

σmqwEU『
等
の
ワ
1
ス
テ
ッ
ド
や
フ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
の
如
き
薄
手
で
安
債
な

経
済
皐
研
究
一
一
一
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-7
ン
カ

U
ャ

I
綿
業
の
産
業
構
迭

琴
聖子

新
来
の
織
物
じ
移
行
し
つ
L
あ
っ
七
か
ら
、
古
い
織
物
の
需
要
減
退
に
遭
遇
し
士
ラ
ン
カ
シ
ヤ

1
繊
維
工
業
は
新
し
く
大
陸
か
ら
停
来
し

に
こ
の
技
術
の
探
入
に
向
つ
七
の
で
あ
お
~
。
従
っ
て
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
木
綿
工
業
は
一
言
は
ピ
毛
織
物
や
麻
一
織
物
工
業
の
分
身
で
あ
り
、
格

ア
ン
ク
イ
ン
が
い
み
じ
く
も

E
釦
ロ
0
4『

m
g拝
。
ロ
5

0

0

E

加
古
島
=
と
指
摘
し
て
い
る
如
く
、
従
来
の
雨
工
業
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
に

生
産
組
織
や
市
場
構
遣
を
そ
の
ま
L
轍
承
し
て
護
足
し
士
の
で
あ
っ
て
、
禰
後
も
毛
・
蹴
雨
工
業
と
併
存
し
て
互
に
絡
み
あ
い
な
が
ら
、

世
田
氏

g
w
n
O拝
。
ロ
ム
宮
o
p
n
v
o
n
-内
w
由
自
色
言
問
。
等
の
交
織
と
し
て
護
展
し
士
。
事
情
が
こ
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
の
考
察
も

暫
ら
く
時
代
を
遡
っ
て
ア
ン
ケ
イ
ン
の
「
古
い
斡
」
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
に
繊
維
工
業
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
仁
の
は
中
世
都
市
の
工
業
経
畿
調
占
が
破
れ
、
農
村
で
新
規
に
工

業
が
創
出
さ
れ
、
或
い
は
「
低
廉
と
自
由
」
冶
求
め
て
都
市
工
業
が
農
村
に
流
出
す
る
(
所
謂
河
口
早
野
色
在
日
d
D
m
己

2
E
P
-足
立
与

と
い
う
初
期
資
本
主
義
時
代
む
信
組
じ
て
多
か
れ
少
な
か
れ
凶
撒
諸
問
に
共
通
的
な
動
向
の
も
と
に
お
い
て
ピ
あ
っ
て
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス

で
は
十
問
・
五
世
紀
に
雌
力
に
展
開
し
・
に
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
特
機
都
市
の
数
が
少
く
、
そ
こ
で
後
ま
れ
る
繊
維
工
業
も
微
弱
で
あ
っ
大

-
ア
ン
カ
シ
ャ

l
に
て
は
首
初
よ
り
す
ぐ
れ
て
農
村
工
業
的
相
貌
を
呆
し
、
康
汎
な
農
村
に
描
散
す
る
小
土
地
保
有
農
民
の
刷
業
か
ら
出
費

し
仁
の
で
あ
つ
に
。
勿
論
、
こ
L
で
も
都
市
工
業
と
の
釣
立
が
皆
無
で
あ
つ
に
諜
で
は
な
い
が
、
然
し
そ
の
抗
争
は
最
初
か
ら
脱
倒
的
に

農
村
の
側
に
有
利
な
進
展
冶
遂
げ
に
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
新
し
い
中
心
市
場
が
7

ン
チ
ェ
ス
タ
l
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
ロ
ッ
チ
デ

1
ル
な
ど

の
非
特
椛
都
市
に
確
玄
さ
れ
℃
行
つ
七
に
反
し
て
、
リ
ヴ
ア
プ
ー
ル
、
ク
ィ
ガ
ン
、
ラ
ン
カ
ス
タ
l
、
プ
レ
ス
ト
ン
の
如
き
特
様
都
市
の

商
人
が
全
く
農
村
の
生
産
者
在
彼
等
の
支
配
下
に
掌
挺
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
現
わ
れ
て
い
る
し
、
都
市
織
一
冗
の
利
害
に
慕
い
て
農
村
工

業
の
護
巌
を
肌
止
せ
ん
と
す
る
一
五
五
五
年
の
織
布
工
僚
例
や
都
市
職
人
を
農
民
子
弟
の
競
争
か
ら
保
護
せ
ん
と
す
る
一
五
六
三
年
の
徒

器
の
財
産
費
格
規
定
か
ら
趨
用
実
れ
仁
こ
と
に
も
窺
知
さ
れ
よ
う
o

然
し
乍
ら
、
古
く
か
ら
毛
織
物
工
業
の
確
立
し
て
い

?
lス

ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
や
南
阿
部
の
諸
州
と
臭
っ
て
、
経
情
的
に
は
未
開
拓
な
地
域
で
あ
っ
七
こ
の
地
方
で
は
農
村
工
業
の
展
開
も
確
か
に
立

8
仏

T
n
d
 



遅
れ
て
い
亡
。
す
な
わ
ち
、
蛍
時
の
東
部
諸
州
で
は
大
陸
か
ら
頻
り
に
新
技
術
そ
移
入
し
て
い
る
の
み
で
な
く
、
農
村
地
帯
へ
も
鋪
散
し

七
毛
織
物
生
産
に
闘
し
て
は
既
に
極
め
て
組
織
的
な
問
屋
制
度
が
認
め
ら
れ
、
問
屋
制
前
貸
人
が
刷
毛
又
は
椛
毛
、
紡
毛
、
織
布
、
仕
上

の
諸
工
程
か
ら
市
場
へ
の
販
資
ま
で
の
み
一
過
程
在
支
配
し
て
い
に
し
、
ヨ
ー
ク
シ
ャ

1
に
で
も
農
村
に
移
し
い
教
の
猫
立
自
欝
小
織
一
冗

と
そ
れ
に
絡
み
あ
う
諸
商
入
居
や
週
市
の
存
在
が
看
取
さ
れ
の
で
あ
る
が
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
工
業
が
瀬
く
軌
道
に
乗
つ
に
と
恩
わ
れ
る

十
六
世
紀
に
お
い
で
さ
え
製
品
が
下
級
の
組
布
で
あ
っ
・
ち
』
と
や
織
物
保
例
に
よ
る
規
制
と
課
税
の
封
象
と
な
る
の
が
遅
れ
て
い
払
お
と

に
も
示
さ
れ
る
如
く
寧
ろ
後
進
工
業
地
帯
で
あ
っ
て
、
小
規
模
農
業
h
q
粂
ね
る
小
商
品
生
産
者
の
紡
織
経
替
が
産
業
構
遣
の
基
本
的
要
素

を
な
し
て
い
士
。

と
こ
ろ
で
、
と
も
か
く
十
六
世
紀
に
は
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
東
部
、
す
な
わ
ち
ヨ

l
ク
シ
ャ

l
の
ヲ
エ
ス
ト
・
-
フ

4
Jア
ィ
ン
グ
に
隣
接
す
る
丘

陵
地
帯
に
7

ン
チ
ェ
ス
タ

i
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
プ
F
7
7

ク
パ

1
ン
在
中
心
と
し
て

Eg浮
O
R
-
-ぞ
初
め
と
す
る
組
製
毛
織
物
が
、
西
部
の
平

原
に
は
ニ
れ
も
粗
製
で
廉
債
な
陣
織
物
が
産
出
し
、
い
づ
れ
も
そ
の
原
料
は
州
内
の
生
産
を
以
て
自
給
し
得
な
く
な
っ
て
い
士
の
で
、
羊

毛
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や

t
ッ
ド
ラ
ン
ド
の
粗
毛
が
、
麻
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
糸
が
相
嘗
大
量
に
移
入
さ
れ
に
。
こ
れ
ら
の
原
料
が
紡
績
叉
は

織
布
の
た
め
如
何
な
る
経
路
右
経
て
農
村
の
零
細
な
生
産
者
に
賀
さ
れ
る
か
は
剥
一
的
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
遠
隔
地
よ
り
の
供
給
に

倹
つ
場
合
は
充
分
な
費
力
を
も
っ
て
有
利
な
買
付
に
自
ら
乗
り
出
さ
な
い
限
り
、
次
第
に
原
料
商
人
乃
至
仲
介
商
人
へ
の
依
存
度
を
高
め

る
の
で
あ
り
、
こ
L
に
信
用
開
係
が
介
花
し
て
く
る
一
因
を
苧
む
の
で
あ
る
。
事
費
一
五
四
二
年
の
法
律
に
は
各
地
の
商
人
が
羊
毛
、
麻
糸
、

そ
の
他
の
原
料
を
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
に
携
え
来
り
、
こ
れ
を
即
金
に
て
支
掛
え
な
い
貸
し
き
住
民
に
一
定
期
間
の
前
貸
必
興
え
た
の
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
殊
に
麻
糸
の
場
合
は
漂
白
に
長
期
の
日
時
を
要
し
に
か
ら
前
貸
闘
係
介
入
の
必
然
性
も
大
き
く
、
そ
の
期
間
も
長
期
に

者
向

Y
F
ウ
ル
メ
シ

及
ん
記
。
更
に
、
保
令
原
料
の
前
貸
を
受
け
な
い
に
し
て
も
、
小
生
産
者
の
仲
介
商
人
に
劃
す
る
依
存
は
械
め
て
緊
密
で
あ
っ
た
。
例
え
，

ば
、
一
五
五
二
年
に
羊
毛
商
人
の
羊
毛
慣
格
つ
り
あ
げ
を
抑
墜
す
る
士
め
「
羊
毛
資
買
期
間
制
限
僚
例
」
が
護
布
さ
れ
て
、
ヵ

ν
I
の
ス
テ

蜘
制
抽
併
泉
研
究
一
一
一
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ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
哉
の
産
業
構
造

琴
里子

ー
プ
ル
・

7
1
チ
ャ
ン
ト
並
び
に
直
嵯
毛
織
物
の
製
造
生
来
と
す
る
者
以
外
へ
の
販
貨
を
禁
止
さ
れ
仁
の
で
あ
る
が
、
¥
」
れ
は
偽
か
郁

M

の
活
動
そ
お
よ
そ
絶
滅
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
仁
か
ら
、
原
料
そ
一
括
購
入
す
る
だ
け
の
徐
裕
が
な
く
て
嘗
鹿
の
必
要
を
少
量
づ
L
仲

介
商
人
よ
り
供
給
さ
れ
る
小
生
産
者
に
と
っ
て
は
正
に
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
殊
に
零
細
生
走
者
の
蛸
集
す
る
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
地
方

に
て
は
か
L
る
禁
止
規
定
の
遵
守
が
極
め
て
閤
難
で
あ
っ
七
の
で
早
く
も
一
五
五
五
年
の
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
僚
船
じ
よ
り
同
地
方
は
こ
れ

の
遁
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

-7

ン
カ
シ
ャ

l
に
闘
し
て
も
事
情
は
同
様
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
僚
例
の
趨
用
を
求
め
て

一
五
七
七
年
に
提
出
さ
れ
た
織
元
の
請
願
に
よ
れ
ば
、
彼
等
は
自
己
の
作
業
や
維
持
す
る
に
足
ゐ
だ
け
の
充
分
な
羊
毛
を
買
入
れ
る
資
力

も
な
く
、
ま
た
羊
毛
産
地
が
少
く
と
も
八

O
哩
乃
五
一

O
O哩
も
離
れ
て
い
る
た
め
に
買
付
に
行
く
こ
と
も
出
来
な
い
よ
う
な
貸
し
き
小

屋
住
み
で
あ
り
、
従
っ
て
少
量
づ
ど
の
羊
毛
の
供
給
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
述
べ
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
よ
り
仲
介
商
人
と
の
接

輔
が
断
た
れ
L
ば
毛
織
物
製
造
業
は
少
数
の
富
裕
な
る
織
一
冗
の
掌
握
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
そ
の
結
巣
貧
民
は
製
品
と
引
替
え
に
代
金
そ

支
梯
わ
れ
ず
、
富
裕
な
る
織
元
は
有
利
に
販
費
し
得
る
と
き
ま
で
織
物
を
手
許
に
留
め
お
く
よ
う
な
こ
と
に
な
ろ
う
と
翠
癒
し
て
い
い
記
。

勿
論
こ
の
請
願
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
，
蛍
時
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
に
支
配
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
濁
立
小
生
産
者
が
、
彼
等
の
濁
立
経

戯
曲
栓
支
援
す
る
如
き
閥
係
に
あ
っ
士
仲
介
商
人
の
羊
毛
取
引
を
引
績
き
許
可
さ
れ
た
き
旨
議
舎
に
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て

も
、
直
接
自
由
に
闘
興
し
得
る
原
料
市
場
か
ら
締
出
さ
れ
て
商
人
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
士
小
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
と
も
す
れ

ば
原
料
の
前
貸
関
係
下
に
包
撤
さ
れ
て
ゆ
く
契
機
が
絶
え
ず
存
花
す
る
の
で
あ
り
、
彼
等
の
仲
介
商
人
に
劃
す
る
闘
係
が
果
し
て
ど
の
程

度
ま
で
濁
立
性
冶
保
ち
得
士
か
は
疑
問
の
蝕
地
な
し
と
し
な
い
。
否
寧
ろ
か
く
の
如
き
場
合
、
原
料
買
入
れ
、
市
場
献
況
、
製
品
販
質
と

代
金
回
牧
の
期
間
な
ど
に
闘
す
る
些
細
な
費
化
が
要
因
と
な
っ
て
商
人
へ
の
隷
嵐
化
栓
招
く
の
で
あ
円
、
逆
に
商
人
に
よ
る
信
用
授
興
が

容
易
且
簡
便
に
行
わ
れ
て
こ
そ
小
農
の
工
業
経
鋒
ぞ
可
能
に
い
可
農
村
家
内
工
業
の
展
閉
そ
寅
現
し
て
十
六
世
紀
の
ラ
ン
カ
シ
ャ

i
に
み

ら
れ
る
如
き
繊
維
工
業
の
贋
汎
な
摘
延
を
粛
し
に
と
も
考
え
ら
れ
る
。
而
も
請
願
者
が
少
数
富
裕
な
る
織
元
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
は
、
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そ
の
出
自
が
商
人
か
ら
樽
化
し
に
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
小
織
一
克
乃
至
ヨ
!
?
ン
よ
り
分
出
し
七
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
既
に
現
賀
に
農
村
の

資
本
家
と
し
て
の
問
屋
制
織
元
が
出
現
し
つ
L

あ
り
、
小
生
産
者
が
そ
の
支
配
下
に
包
織
さ
れ
て
ゆ
か
ん
と
す
る
傾
向
が
一
見
逃
し
得
な
い

こ
と
を
彼
等
の
危
似
の
裡
に
一
不
じ
て
い
る
も
の
と
一
一
一
一
刊
え
よ
う
。
尤
も
、
こ
の
請
願
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
事
情
が
ど
の
税
皮
ま
で
ラ

ン
カ
シ
ャ

l
全
般
に
支
配
し
て
い
・
に
か
は
遮
断
し
得
な
い
。
と
一
一
請
う
の
は
東
部
の
丘
陵
に
は
羊
毛
が
、
阿
部
の
一
や
慌
に
は
腕
が
そ
れ
ぞ
れ

湾
出
し
て
い
七
の
で
あ
る
か
ら
原
料
は
遠
隔
地
の
供
給
に
の
み
限
ら
ず
、
延
に
凡
そ
原
料
は
越
市
や
通
じ
て
も
販
資
さ
れ
仁
で
あ
ろ
う
し
、

而
も
原
料
の
供
給
椋
泉
へ
の
遠
近
が
小
生
産
者
の
繍
立
性
や
左
有
す
る
決
定
的
要
肉
で
な
い
。
事
質
小
生
虫
陀
者
が
織
物
を
未
仕
上
の
ま

L
で
遡
市
に
資
却
す
る
の
は
依
然
通
常
に
叩
み
ら
れ
る
方
法
で
、
度
量
耐
と
販
賞
係
件
に
闘
す
る
市
場
規
則
以
外
に
は
何
ら
の
制
約
も
な
か

っ
に
と
い
う
自
由
な
公
開
市
場
が
7

ン
チ
ェ
ス
タ
l
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
、
ロ
ッ
チ
デ
l
ル
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ

1
ン
、
ペ
リ
l
等
の
各
地
に
数
多

成
立
し
て
い
に
こ
と
は
、
こ
L
で
原
料
及
び
織
物
の
取
引
ぞ
行
、

2
」
と
に
よ
っ
て
「
生
産
と
販
焚
の
毎
週
の
繰
返
い
守
を
続
け
る
小
織
一
克
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に
と
っ
て
濁
立
経
紫
維
持
の
強
力
な
支
柱
を
な
し
て
い
七
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
誠
に
遡
市
の
存
在
は
小
生
産
者
の
濁
L
A
性
を
根

、
強
く
確
保
す
る
基
盤
と
な
り
、
僅
か
の
費
本
を
擁
し
て
織
物
取
引
に
携
わ
る
小
商
人
の
擦
賄
と
な
り
、
同
時
に
十
七
世
紀
に
現
わ
れ
七
チ

ェ
ず
ム
家
の
如
き
E
大
問
屋
制
織
元
で
す
ら
前
貸
経
畿
と
は
別
個
に
週
市
で
の
襲
買
に
従
事
し
て
い
る
程
で
、
-
ア
ン
カ
シ
ャ

i
の
産
業
構

遣
を
規
定
す
る
基
本
的
性
格
の
一
つ
で
あ
っ
士
。

然
ら
ば
、
週
市
と
い
う
公
開
市
場
の
自
由
な
費
貿
ぞ
基
盤
と
し
て
存
立
し
て
い
た
小
織
元
の
調
立
経
替
と
は
具
櫨
的
に
如
何
な
る
も
の

で
あ
っ
た
か
。
こ
の
鮪
に
お
い
て
ラ
ン
カ
シ
ャ

i
は
ク
エ
ス
ト
・
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
の
毛
織
物
工
業
と
ほ
ピ
同
一
の
産
業
構
遣
の
も
と
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
先
づ
既
に
拳
げ
七
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
保
例
の
前
文
に
み
ら
れ
る
有
名
な
る
揃
鳥
を
引
用
す
る
こ
と
に
よ
り
理
解

や
深
め
よ
う
。
そ
れ
に
は
?
「
彼
等
の
多
く
は
、
穀
物
を
牧
穫
す
る
こ
と
な
く
、
羊
毛
を
運
ぶ
に
馬
な
く
、
叉
多
く
の
羊
毛
を
一
時
に
買

入
れ
る
力
も
な
く
、
僅
か
に
ハ
リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
或
い
は
近
傍
の
他
の
町
に
赴
い
て
、
そ
こ
で
羊
毛
商
か
ら
各
自
費
力
に
臨
じ
て
一
ス
ト
ク

総
務
感
研
究
三



ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
業
。
産
業
構
遺

琴
野

ン
な
り
、
一
一
ス
ト
タ
ン
な
り
、
或
い
は
三
、
問
ス
ト
ウ
ン
を
買
い
込
み
、
こ
れ
を
一
関
や
背
中
に
載
せ
て
三
哩
、
四
哩
、
五
哩
乃
至
六
哩
も

離
れ
士
自
分
の
家
々
に
運
び
、
そ
れ
を
織
糸
か
毛
織
物
に
つ
く
り
か
え
て
、
そ
れ
弘
信
販
寅
し
、
そ
し
て
ま
た
羊
毛
商
か
ら
更
に
羊
毛
身
買

入
れ
る
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
経
管
内
容
在
生
々
と
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
引
用
か
ら
も
彼
等
が
農
村
に
散
在
し
て
住
居
を
構
え
る
小
生
産

者
で
あ
り
、
且
幾
英
か
の
耕
地
を
保
有
す
る
農
民
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
よ
う
。
蓋
し
、
ト
7

ス
・
そ
ア
の
「
羊
が
人
を
喰
、
勺
」
と
慨
歎

し
た
牧
羊
エ
ン
ク
ロ

l
ジ
ュ
ア
ー
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
ル
』
席
巻
し
て
い
た
嘗
時
に
あ
っ
て
、
逆
に
こ
れ
ら
地
方
で
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
い

大
保
有
地
の
一
時
分
割
や
荒
蕪
地
の
植
民
を
遁
じ
て
の
小
保
有
地
創
出
が
念
謹
に
進
行
し
、
こ
L

に
定
若
し
七
農
民
が
柿
助
的
牧
入
在
求
め

て
工
業
経
畿
を
粂
ね
て
行
つ
に
の
で
あ
る
が
、
市
民
に
こ
れ
と
併
行
し
て
開
放
耕
地
の
閤
い
込
み
、
慣
習
小
作
に
代
る
定
期
借
地
の
増
大
、
修

b

道
院
領
淡
牧
に
伴
う
土
地
投
機
の
開
始
が
み
ら
れ
、
そ
の
結
果
土
地
市
場
の
成
立
や
促
し
た
乙
と
は
工
業
の
護
展
と
平
行
し
て
小
生
産
者

を
吸
牧
す
る
小
綜
剥
地
が
土
地
質
買
に
よ
っ
て
も
盆
々
創
設
さ
れ
ゆ
く
の
そ
可
能
に
し
台
。
従
っ
て
-
ア
ン
カ
シ
ャ

l
に
お
け
る
土
地
保
有

規
模
は
一
般
に
狭
少
で
、
蝦
令
十
五
エ
ー
カ
ー
以
下
で
は
な
い
と
し
て
も
大
多
数
は
三
十
エ
ー
カ
ー
沿
超
え
る
・
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
言

わ
れ
、
彼
等
は
こ
L
に
宇
と
し
て
燕
姿
を
栽
培
し
、
且
牝
牛
、
馬
、
羊
な
ど
の
家
事
や
飼
育
い
問
。
仁
ピ
先
に
邸
中
げ
た
ハ
リ
川
ア
ツ
ク
ス

近
傍
の
場
合
は
穀
物
冶
栽
培
せ
ず
、
農
業
が
彼
等
の
主
た
る
生
業
で
な
か
っ
七
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
南
-7

ン
カ
シ
ャ

l
に
関
し
て

は
リ
プ
ソ
ン
が
「
織
布
工
は
何
よ
り
も
先
づ
農
民
で
あ
っ

t
u〉
と
も
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
農
業
と
工
業
の
経
侍
上
に
占
め
る
比

率
は
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
重
心
が
工
業
に
移
り
つ
L

あ
つ
七
と
は
言
え
、
地
域
に
よ
り
、
時
代
に
よ
り
必
ず
し
も
}
様
で
な
か
っ
七
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
彼
等
が
こ
れ
ら
の
雨
経
僚
を
趨
切
に
結
合
し
て
家
計
の
梢
充
に
つ
と
め
て
い
七
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
し
、
農
牧
よ
り
獲
得
す
る
補
助
的
牧
入
が
小
織
元
の
家
計
を
補
強
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
或
程
度
ま
で
彼
等
に
濁
立
性
を
維
持
せ
し

め
る
要
悶
と
し
て
働
い
て
い
七
の
で
あ
る
。
猫
、
こ
の
黙
に
閥
謹
し
て
、
ド
ッ
プ
が
「
も
し
彼
が
織
布
を
副
業
と
し
て
傍
む
と
こ
ろ
の
可

成
り
裕
踊
な
ヨ
!
?
ン
農
業
家
で
あ
?
…
~
な
ら
ば
、
相
嘗
期
間
に
亘
っ
て
彼
の
家
計
に
食
扶
持
と
原
料
を
自
給
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
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あ
り
、
従
っ
て
買
手
商
人
の
信
用
や
助
力
を
受
け
な
い
で
、
買
手
や
販
資
の
時
間
在
選
び
、
待
っ
て
高
く
費
れ
る
機
舎
が
興
え
ら
れ
る
な

ら
ば
待
つ
こ
と
も
出
氏
四
」
と
述
べ
て
い
る
如
く
、
土
地
所
有
の
有
無
は
生
産
者
の
調
立
経
畿
に
と
っ
て
基
礎
的
僚
件
で
あ
っ
七
し
、
そ

れ
の
み
で
な
く
、
更
に
積
極
的
に
土
地
の
費
却
乃
至
所
有
地
を
捲
保
と
す
る
借
入
金
に
よ
っ
て
、
或
い
は
土
地
牧
入
よ
り
の
費
本
蓄
積
に

よ
っ
て
彼
等
の
経
後
鋪
大
叉
は
資
本
家
へ
身
先
的
上
昇
の
足
が
L
り
と
な
っ
て
い
士
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
小
生
産
者
の
分
解
に
伴
っ
て

結
集
せ
ら
れ
七
「
富
裕
な
る
」
農
民
織
元
麿
に
つ
い
て
受
賞
す
る
の
で
あ
り
、
嘗
面
の
「
貸
し
き
」
小
織
元
の
経
営
が
か
L
る
程
度
の
強

力
な
猫
立
性
を
保
持
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
寧
色
付
一
彼
等
の
比
較
的
狭
小
な
保
有
地
で
傍
ま
れ
る
農
牧
粂
業
の
経
祭
的
意
義
に
は
自
ら

一
定
の
限
界
が
あ
っ
に
こ
と
身
諌
め
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
戎
に
わ
れ
わ
れ
の
考
察
は
小
織
元
経
畿
の
核
心
土
ゐ
生
産
活
動
に
騨
じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
先
づ
?
ン
ト
ゥ
の
ハ

リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
渓
谷
に
閲
す
る
叙
地
Lr
参
照
し
な
が
ら
彼
等
の
生
活
環
境
身
瞥
見
す
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。
住
居
は
保
有
地
に
分
散
し

て
建
っ
て
い
て
一
軒
づ
L
が
滴
立
の
単
位
む
ぜ
な
し
て
い
る
。
家
屋
は
の
Q
詳
m

誠
一
ゅ
の
名
に
相
臨
し
い
全
く
お
粗
末
な
も
の
で
、
多
く
は
狭
い

窓
が
僅
か
ば
か
り
つ
い
て
い
&
の
み
の
、
家
具
も
調
度
も
殆
ん
ど
な
い
よ
う
な
見
る
か
ら
に
不
健
康
な
環
境
に
あ
る
。
主
部
屋
は
騒
々
唯

一
の
部
屋
で
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
居
間
で
あ
る
と
と
も
に
台
所
や
仕
事
場
を
も
粂
ね
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
L
に
大
品
目
か
ら
殆
ん
ど
改
良

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
簡
皐
な
織
機
を
掘
っ
け
、
刷
毛
に
は
F
m
w
H
誌
の

m
E
が
、
紡
毛
に
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
式
(
手
動
)
又
は
サ
ク
ソ
ニ

l
式

(
足
踏
み
)
の
紡
牽
が
用
い
ら
れ
た
が
、
紡
錘
と
紡
竿
と
い
う
全
く
原
始
的
な
用
具
さ
え
使
わ
れ
七
。
縫
っ
て
生
産
用
具
は
各
自
が
部
分

品
を
買
っ
て
簡
易
に
組
立
て
得
る
の
で
あ
り
、

vmHH品
。
自
己
は
数
ペ
ン
ス
、
紡
車
は
一
シ
リ
ン
グ
見
嘗
、
織
機
は
六
乃
至
十
二
シ
リ
ン

グ
と
い
う
程
で
、
こ
の
ほ
か
に
染
色
す
る
の
で
あ
れ
ば
桶
が
一
っ
か
こ
つ
あ
れ
ば
充
分
立
し
、
設
備
に
経
費
の
か
L

る
締
結
や
起
議
は
一

定
の
使
用
料
そ
梯
え
ば
よ
い
℃
ロ

g
w
自
毘
も
な
い
語
で
も
な
か
っ
・
に
か
ら
、
極
く
僅
か
な
資
本
さ
え
あ
れ
ば
自
己
の
職
場
を
も
っ
て
小

親
方
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。
而
も
、
徒
弟
制
度
が
し
き
士
り
と
し
て
遺
っ
て
い
る
外
は
新
し
く
工
業
に
従
事
す
る
の
に
何
ら
の
障
害
と

抑
制
済
事
研
究
三

-129-



ラ
シ
カ
シ
ャ

I
綿
業
の
農
業
構
造

琴
里子

な
る
制
約
も
な
か
っ
亡
し
、
そ
の
徒
弟
法
で
す
ら
こ
の
地
方
で
は
貫
質
的
な
効
力
や
も
七
ず
、
徒
弟
の
敷
も
多
く
な
か
っ
た
。
克
も
作
業

が
至
っ
て
簡
単
で
あ
る
か
ら
特
別
に
徒
弟
と
し
て
訓
練
を
受
け
る
必
要
も
な
い
し
、
家
族
が
総
出
で
仕
事
を
分
婚
す
る
の
で
あ
る
か
ら
幼

い
頃
か
ら
働
い
て
自
然
に
仕
事
ぞ
修
得
し
て
い
っ
た
。
若
し
家
族
が
多
数
な
ら
ば
家
族
の
聞
で
凡
ゆ
る
工
程
を
行
う
の
で
あ
っ
て
、
妻
と

娘
撞
は
紡
ぎ
、
息
子
建
は
刷
・
労
相
、
主
人
は
綾
そ
投
ず
る
と
い
う
如
く
、
こ
よ
家
族
協
業
に
よ
る
「
家
長
制
工
業
様
式
」
宮
ま

R
E

mzsa宮内同
g青
山
可
)
が
成
立
し
た
。
と
言
つ
で
も
一
人
の
織
布
エ
に
織
糸
を
給
す
る
に
は
閲
人
或
い
は
五
・
六
人
の
紡
績
エ
の
努
働
身

必
要
と
し
た
程
雨
工
程
の
生
産
カ
に
不
均
衡
が
あ
っ
た
か
ら
、
近
隣
小
屋
位
農
の
農
閑
期
栓
利
用
し
、
農
民
婦
女
子
に
仕
事
を
下
請
さ
せ

て
織
糸
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
し
た
し
、
更
に
若
干
の
徒
弟
や
職
人
暑
躍
慨
す
る
こ
と
も
現
貫
に
は
行
わ
れ
た
。
か
く
し
て
小
織
元
の
職

場
で
は
単
な
る
家
族
協
業
の
域
密
一
歩
超
え
た
賃
勢
働
に
よ
る
費
本
制
協
業
の
繭
芽
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
し
こ
の
よ
う
に
し

て
、
小
織
元
の
職
場
経
畿
創
設
が
容
易
で
あ
り
、
且
主
と
し
て
家
族
努
働
を
主
幹
と
す
る
が
小
農
家
族
の
齢
暇
努
働
在
も
利
用
す
る
経
債

が
努
貨
や
節
約
し
て
生
産
費
を
低
減
さ
せ
に
と
い
う
事
情
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
彼
等
の
調
立
性
治
維
持
せ
し
め
、
分
解
が
進
ん
で

後
は
彼
等
に
も
強
靭
な
る
競
争
力
を
輿
え
て
完
全
な
る
南
極
分
解
を
妨
げ
る
が
如
き
効
果
冶
及
ぼ
し
士
の
で
あ
つ
に
。
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か
く
し
て
、
-
ア
ン
カ
シ

?
l
の
農
村
工
業
は
多
く
の
鮎
で
ク
エ
ス
ト
・
ラ
4
J
プ
ィ
ン
グ
の
毛
織
物
工
業
に
近
似
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た

が、

KWh-ア
ン
カ
シ
ャ

l
に
お
い
て
は
比
較
的
建
れ
ほ
ピ
十
六
世
紀
の
後
牛
に
亘
っ
て
念
速
に
展
開
し
仁
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ

の
展
開
に
伴
い
農
村
に
は
小
織
元
の
経
畿
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
の
羊
毛
商
、
麻
糸
商
や
そ
の
他
の
小
商
入
居
も
ま
七
現
わ

れ
七
の
で
あ
っ
て
、
而
も
彼
等
も
小
土
地
保
有
農
で
あ
っ
・
に
か
ら
、
こ
L
に
繊
維
工
業
に
携
わ
る
小
生
産
者
乃
至
小
商
入
居
の
世
界
は
同

時
に
小
土
地
保
有
農
の
世
界
と
金
く
重
り
あ
っ
て
い
に
。
従
っ
て
、
例
え
ば
土
地
保
有
、
放
牧
様
、
荒
熊
地
使
用
機
な
ど
の
農
業
問
題
は

羊
毛
や
麻
糸
の
慣
格
、
織
物
に
闘
す
る
外
岡
市
場
の
欣
況
と
ひ
と
し
く
織
物
生
産
者
の
閥
心
事
と
な
る
の
で
あ
り
、

47

ン
カ
シ
ャ

l
の
産

業
構
遣
は
常
に
農
業
構
遣
を
盾
の
反
面
と
し
つ
L
展
開
し
て
行
つ
七
の
で
あ
る
。
棄
し
、
す
ぐ
れ
て
農
村
工
業
的
相
貌
を
長
し
て
い
七
と



言
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

い
ま
こ
れ
を
示
す
に
二
人
遺
産
目
録
ぞ
以
て
し
よ
う
。

一
五
七
九
年
に
ロ
ツ
チ
デ

1
ル
近
迭
の
丘
腹
に
住
ん
で
い
た
あ
る
俊
民
は
五
九
務
四
志
の
遺
産
を
遺
し
で
い
る
が
、
そ
の
う
ち
三
分
。
一
の
ニ

O
修
二
一
一

志
四
斤
は
羊
毛
、
一
一
磁
は
羊
、
一

O
傍
は
主
食
た
る
燕
書
官
、
一
回
傍
は
牛
で
あ
っ
て
、
こ
の
ほ
か
に
工
業
資
本
と
し
て
一
揃
の
織
機
と
統
刷
の
プ
ラ
シ

が
あ
づ
た
。

次
の
例
は
、
一
五
八
七
年
ロ
ッ
テ
ダ

1
ん
の
あ
る

Z
B冊目
5
5町
内
が
牛
十
頭
、
牝
馬
一
頭
、
小
羊
十
頭
、
燕
姿
二
十
依
、
織
機
一
一
揃
を
遺
産
と
し
て
い

る。さ
て
、
市
場
構
遣
の
考
察
沿
補
完
す
る
士
め
に
製
品
織
物
の
行
方
を
更
に
尋
ね
よ
う
。
遡
市
を
通
じ
て
買
上
げ
ら
れ
た
織
物
は
商
人
の

手
許
に
て
仕
上
を
さ
れ
る
か
、
未
仕
上
の
ま
L
で
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
差
嘗
つ
て
は
各
地
の
大
き
な
四
季
市
か
常
設
の
ロ
ン
ド
ン
、

織
物
市
場
た
る
思

R
W唱
。
口
出
ω
ロ
に
逸
ら
れ
、
一
部
は
チ
ェ
ス
タ
l
、
リ
グ
ア
プ
1
ル
、
ハ
ル
等
の
海
港
の
輪
出
商
と
直
接
取
引
が
な

さ
れ
た
。
然
し
、
何
と
言
つ
で
も
最
大
の
販
路
は
ロ
ン
ド
ン
で
あ
っ
て
、
全
く
の
小
・
商
人
が
荷
駄
に
毛
織
物
や
麻
織
物
を
つ
け
て
は
る
ば

る
と
ロ
ン
ド
ン
へ
上
っ
て
行
つ
七
例
も
決
し
て
稀
で
は
な
か
っ
た
。
然
し
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
産
織
物
の
輪
出
が
著
増
し
、
ロ
ン
ド
ン
と
の

交
易
が
頻
繁
に
な
る
と
更
に
大
規
模
で
組
織
的
な
替
業
が
拭
る
の
で
あ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
商
人
と
の
取
引
そ
遁
じ
、
彼
等
&
代
理
商
に
委

託
し
、
或
い
は

umEgE匂
や
家
族
の
一
員
を
ロ
ン
ド
ン
に
祇
遣
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
質
質
的
に
は
そ
れ
ら
さ
ン
チ
ェ
ス
タ
l

商
人
の
ロ
ン
ド
ン
支
庖
と
し
、
恒
久
的
な
通
商
関
係
を
設
立
し
て
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
L
で
以
上
に
考
察
し
て
き
た
十
六
世
紀
-
フ
ン
カ
シ
ャ

i
の
産
業
構
遣
を
要
約
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ヨ

l
ク
シ
ャ

1
毛
織
物
工
業
の
所
謂

「
純
粋
培
養
的
」
に
展
開
さ
れ
た
農
村
工
業
と
本
質
的
な
共
通
性
栓
も
ち
、
小
土
地
保
有
農
で
あ
る
農
村
小
織
元
の
満
立
経
畿
を
原
基
的

生
産
形
態
と
し
て
存
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
濁
立
経
替
が
経
情
的
に
維
持
さ
れ
て
い
た
の
は
、
第
一
に
彼
等
が
幾
莫
か
の
土
地
在

保
有
し
て
小
規
模
農
牧
必
粂
替
し
て
い
た
こ
と
、
第
二
に
家
族
同
労
働
を
基
幹
と
し
て
生
産
し
て
い
た
こ
と
、
第
三
に
公
開
市
場
で
の
寅
買

を
通
じ
て
費
本
に
よ
る
支
配
か
ら
自
由
に
原
料
や
製
品
の
取
引
を
な
し
得
た
こ
と
、
な
ど
の
諸
事
情
が
考
え
ら
れ
た
。
然
し
こ
れ
と
同
時

却
制
抽
例
町
市
平
研
究
一
ニ

-131-



ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
業
の
産
業
構
建

琴
野

に
、
先
に
も
指
摘
し
七
如
く
、
こ
の
「
主
と
し
て
調
立
小
生
産
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
枇
舎
」
に
は
、

一
五
七
七
年
の
請
願
者
が
危
慎

し
七
よ
う
に
小
生
産
者
が
富
裕
な
費
本
家
に
隷
開
局
さ
れ
ん
と
す
る
筑
謹
も
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
蓋
し
、
右
に
拳
げ
に
農
村
小
織
元
の

有
す
る
利
鞘
は
い
づ
れ
も
彼
等
に
濁
立
性
を
永
績
せ
し
め
る
に
足
る
記
け
の
決
定
的
な
要
因
と
は
な
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
寧

ろ
、
ド
ツ
プ
の
一
言
う
如
く
、
「
恐
ら
く
生
産
者
自
身
の
経
済
的
肱
態
に
」
、
そ
し
て
そ
の
基
本
的
保
件
と
な
る
土
地
所
有
の
規
模
に
も
求
め

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
鵠
従
っ
て
こ
れ
に
つ
い
て
は
改
め
て
満
立
小
生
産
者
の
分
解
に
関
連
し
て
述
べ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
他
方
に
お
い
て
農
村
工
業
に
は
問
屋
制
前
貸
冶
展
開
せ
し
め
る
必
然
的
契
機
を
字
ん
で
い
に
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
・
「
中

世
の
都
市
経
情
と
、
動
力
及
び
機
械
の
時
代
に
お
け
る
都
市
集
中
と
の
中
間
」
の
時
期
に
分
散
的
な
農
村
工
業
が
捕
延
し
七
の
は
、
何
よ

り
も
都
市
に
お
け
る
中
世
的
な
ギ
ル
ド
諸
規
制
か
ら
自
由
に
ヱ
業
生
産
を
畿
ま
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、
或
い
は
又
費
本
の
自
由
な
運
用
を

求
め
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
士
が
、
更
に
農
村
の
立
地
保
件
が
粛
す
経
済
地
理
的
な
事
情
の
ほ
か
に
、
低
廉
な
る
M

労
働
そ
駆
使
せ
ん
と
す
る

費
本
の
側
か
ら
の
要
請
が
あ
つ
に
こ
と
も
忘
れ
ら
'
れ
て
は
な
ら
な
(
市
こ
れ
を
イ
ギ
リ
ス
全
種
と
し
て
み
る
と
、
農
村
ヱ
業
の
初
期
的
段

階
に
お
い
て
都
市
の
資
本
が
問
屋
制
前
貸
に
よ
り
、
又
は
製
品
販
路
の
組
織
者
た
る
仲
介
商
人
と
し
て
農
村
の
生
産
物
密
掌
握
し
得
七
限

-132-

り
は
都
市
費
本
の
利
害
も
農
村
工
業
の
展
開
と
雨
立
し
得
た
と
言
え
よ
う
。
然
し
十
六
世
紀
の
前
宇
に
は
繊
維
工
業
の
護
展
に
伴
っ
て
農

村
に
新
な
費
本
家
が
出
現
し
、
都
市
費
本
が
農
村
に
移
入
し
た
の
み
な
ら
ず
、
毛
織
物
輪
出
の
増
大
に
つ
れ
て
ロ
ン
ド
ン
を
初
め
と
す
る

大
商
業
費
本
が
農
村
工
業
の
領
域
に
介
入
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、
農
村
の
織
元
に
封
抗
し
て
濁
占
に
依
撮
せ
ん
と
す
る
地
方
都

市
織
元
の
利
害
が
主
張
さ
れ
、
織
布
工
保
例
や
徒
弟
法
な
ど
一
連
の
立
法
に
よ
る
農
村
工
業
阻
止
の
政
策
が
み
ら
れ
た
諜
で
あ
れ
W
〉
と
こ

ろ
で
、
都
市
か
ら
流
出
し
に
費
本
家
で
あ
ろ
う
が
、
農
村
に
接
頭
し
士
新
興
資
本
で
あ
ろ
う
が
、
農
村
工
業
の
領
域
に
新
に
介
入
し
に
こ

れ
ら
の
費
本
の
機
能
も
翠
な
る
流
通
行
程
の
内
部
に
局
限
さ
れ
ず
、
積
極
的
に
農
村
の
低
廉
に
し
て
豊
富
な
州
労
働
そ
効
果
的
に
利
用
す
る

士
め
何
ら
か
の
形
態
で
彼
等
を
「
藤
間
関
係
に
包
撤
し
て
行
つ
七
の
は
嘗
然
で
あ
り
、
而
も
そ
の
際
に
「
依
然
と
し
て
土
地
に
執
着
し



. 
て
い
る
が
そ
れ
か
ら
充
分
な
生
計
を
得
ら
れ
な
い
極
め
て
多
数
の
零
細
小
屋
住
農
が
農
村
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
前
貸
制

度
護
展
の
、
ま
-vh
費
本
t
q
ヱ
場
乃
至
7

ニ
ュ
フ
ア
ク
チ
ユ
ア
の
集
中
的
生
産
に
よ
り
ち
寧
ろ

g芹
mmo
山
口
鳥
居
居
可
同
の
融
費
に
投
下
せ
し

め
た
こ
と
の
、
一
つ
の
重
要
な
る
要
因
」
で
あ
っ
鳴
き
れ
ば
か
の
一
五
五
五
年
の
織
布
工
僚
例
前
文
に
は
、
「
従
来
の
議
舎
に
お
い
て

も
叉
現
議
舎
に
お
い
て
も
、
わ
が
王
閣
の
織
布
エ
建
の
訴
え
来
る
と
こ
ろ
は
も
富
裕
な
織
一
克
が
或
い
は
家
々
に
数
々
の
織
機
そ
設
け
こ
れ

在
日
雇
職
人
及
び
不
熟
練
の
人
々
に
よ
っ
て
充
用
し
つ

L
、
以
て
織
布
に
習
熟
せ
る
数
多
く
の
職
人
と
そ
の
家
族
を
破
滅
せ
し
め
、
或
い

は
ま
士
斡

p
v一
昨
皆
川
τ
や
か
一

rhTurhり
で
、
ひ
ん
w
ヤ
骨
い
品
目
砕
い
町
営
じ
劃
し
て
彼
等
自
ら
を
、
況
ん
や
妻
子
家
族
を
養
い
得
ざ
る
が
如

き
不
蛍
な
賃
料
に
て
貸
輿
し
、
或
い
は
ま
た
毛
織
物
の
織
布
及
び
製
遣
に
封
し
従
前
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
き
工
賃
を
輿
え
て
傭
う
七
め

ハ
路
V

に
、
か
ぐ
し
て
職
人
た
ち
は
そ
の
習
熟
し
た
伎
儒
や
職
業
治
全
く
見
限
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
に
至
つ
仁
」
と
農
村
の
費
本
家
治
難
ず
る
都
市

織
元
の
主
張
を
述
べ
士
て
L

い
る
。
勿
論
、
ラ
ン
カ
シ
ャ

1
は
一
五
五
八
年
に
こ
の
法
律
の
遁
用
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「

主
と
し
て
濁
立
小
生
産
者
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら
れ
る
枇
舎
」
に
こ
の
前
文
に
う
た
わ
れ
て
い
る
如
き
農
村
の
費
本
家
が
存
在
し
な
か
っ
士

か
ら
で
は
な
く
、
逆
に
擁
護
す
べ
き
都
市
の
利
害
が
存
在
し
な
か
っ
・
に
か
ら
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。
克
も
、
後
進
的
で
あ
っ
た
-
フ
ン
カ
シ
ヤ

l
繊
維
工
業
に
お
い
て
は
、
農
村
を
縄
張
り
と
す
る
資
本
家
の
出
現
も
遅
れ
、
少
く
と
も
十
六
世
紀
の
末
ま
で
は
大
費
本
家
の
良
質
に
遺

る
も
の
は
確
認
さ
れ
な
い
。
然
し
、
-
ア
ン
カ
シ
ャ

l
の
t
o
o号
。
ロ
ョ
が
大
陸
市
場
に
販
路
沿
見
出
し
、
而
も
イ
ギ
リ
ス
轍
出
毛
織
物
中
に

可
成
り
の
地
歩
を
占
め
て
ゆ
く
に
つ
れ

τ、
製
品
の
販
寅
組
織
者
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
と
の
交
易
に
登
場
し
て
き
に
商
人
の
な
か
に
は
、
織

物
を
買
上
げ
て
い
る
ゆ
生
産
者
に
劃
し
て
信
用
を
授
興
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
の
組
織
者
と
も
な
っ
て
行
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
例

え
ば
、
一
五
八
八
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
パ

i
ソ
ロ

t
ュ
ワ
大
市
と
ス
タ
l
プ
リ
ッ
ヂ
の
大
市
で
そ
れ
ぞ
れ
一
九
八
穆
と
一
四
六
酵
の
質
上

を
得
て
い
る
ソ
オ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
一
織
元
は
彼
自
身
が
小
規
模
な
が
ら

。民同日】

-o一『
ゆ
吋

で
あ
っ
士
し
、
凡
そ
織
物
の
寅
買
そ
通
じ
て
双
方

の
聞
に
密
接
な
絡
み
・
あ
い
が
出
来
て
い
七
の
で
あ
っ
て
、
「
生
産
者
と
仲
介
商
と
の
契
約
闘
係
が
翼
手
の
賀
手
に
封
す
る
そ
れ
と
し
て
濁

経
済
皐
研
究
コ
一

-133 "'-



ラ
ン
カ
シ
ャ

1
締
業
の
産
業
構
造

琴
IDf 

立
の
欄
係
に
見
え
よ
う
と
も
、
精
巧
な
信
用
の
網
の
目
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
彼
等
の
経
済
的
関
係
は
そ
ん
な
に
自
由
で
は
な
か
仏
間
」

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
紡
績
は
農
民
蹄
女
子
の
副
業
で
あ
り
、
糸
の
漂
白
に
日
時
を
要
す
る
蹴
織
物
工
業
に
お
い
て
は
、
毛
織
物
に
比
し

て
雨
者
の
依
存
関
係
は
更
に
極
め
て
緊
特
で
あ
っ
士
。

お
に
検
討
し
て
き
亡
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
小
満
立
生
産
者
や
碁
盤
と
す
る
d

ア
ン
カ
シ
ャ
!
の
療
業
構
遣
は
既
に
慶
賀
さ
れ
つ
L
あ
っ
た

と
言
え
よ
う
。
こ
の
古
い
斡
に
木
綿
工
業
が
接
木
さ
れ
に
わ
け
で
あ
る
が
、
綿
業
の
護
展
に
伴
っ
て
小
満
立
生
産
者
に
よ
っ
て
構
成
せ
ら

れ
た
枇
舎
が
袋
々
分
解
を
謹
げ
つ
L

も
、
而
も
あ
る
意
味
で
は
こ
の
原
義
的
産
業
構
造
が
産
業
革
命
に
至
る
ま
で
持
績
し
つ
づ
け
七
と
い

う
こ
と
、
こ
れ
が
以
下
に
果
す
べ
き
本
稿
の
課
題
で
も
あ
る
。

説
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(
3
)
Z・
ω・
回
・
の
吋
曲
目
唱
、

HJZ
何回

H
q
間口

m
-
z
v
C
5
8
5曲
ω
M
B
Z
S
L
U』
デ
問
者
・
ご
汗
}
臥

7
-
a
P
3
y
N
N
N咽

Nご
-
a
N
-
明
C
Y
明司品
BIB-
♂

同凶叫吋叫岨内山中吋・

mmw両日・

君
。
。
円
四
争
当
ロ
S
O
F
a
-
a
p・
3
・
M

∞ltU0・

(

4

)

異

国

-
P
F
n
m
¥向
。
ロ
件
官
官
何
回
目
山
口
問
。
ご
官
。
。
詳
O
P
F一色

5
5
Z
阿ロ

m
E
E
1
0
5『
仲
間
弘
司
同

o
g
d色
。
時
間

8
8
E
a
s
-
-
H
H・
3
・

ao∞liHU
・

〔

5
)
切
軒
町
田
町

p
o
u
-
a
f
H
Y
唱
唱
・

ω
E
p
a
M
-

。EUHHHgu
、
自
由

E
R
a
z
z
の
0
2
o
p
H
Eロ田町
vJ・
』
唱

0
4
w

匂・-・

(

6

)

4
『
包
加
者
。
込
町
岡
島
区
g
p
d℃
-
n
F
B
-
平
|
出
・
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の
m
a
m巾
ロ
ロ
d
q
g
L
E
E可
E

。ag
g
a
g
g
p白
ω
5
8
z
v
g
ι
ω
2
E
g
g
s
p白
昨
日
目

2
・

3
0
f
3・
a
p
-
N
H
・

(

7

)

の
即
日
開
帽
宅
・

U同
P
E
P
-
o
悶

R
q
F
m
-
答
。
。
詳
O
P
Hロ品
g
Z
W
5
0・
阿
国

g
E
nま
ロ
(
喜
の
-
Cロ
呈
ロ
)
唱
・
出
仏
・

(
8
)
4『包
goHHFι
官
民
同

S
・
a
-
n
F
L
-
明・，

‘. 

(
9
)
N
h
r
u

句

E
ロ
唱
曲
白
色
呂
田
弓

wn-
ご
・
(
後
出
一
三
二
頁
参
照
〉

(
悶
)
印
刷
悶
】

MNJn・
4・

(
日
)
巴
回
同
岡
山

mzuou-n目?"同》同
M-Nlam-

(ロ
)
U凶

EOHHHM可
司

円

円

円

n--w-

U
S
E白幡

ou・
n
F
H
V
U・
凶

Ol--

(
日
)
明
毎
日
開
仏
唱
曲
司
弘
司
デ

P
吋・

大
塚
久
雄
「
初
期
資
本
主
義
に
お
け
る
産
業
資
本
と
尚
業
資
本
と
の
刑
判
平

l
十
六
世
記
や
の
英
古
利
に
於
け
る
ニ
の
保
例

l
l」
(
近
代
資
本

主
義
の
系
議
、
昭
和
二
十
二
年
所
枚
、
一
六
四

i
六
頁
参
照
)
但
レ
、
大
塚
敬
授
の
「
蛍
時
ゃ
う
や
く
本
格
的
に
民
闘
し
つ
ふ
る
っ
た
『
織
元
』

2
2
E
R
・
毛
織
物
資
本
家
〔
マ
で
ご
ノ
ア
ク
チ
品
ア
所
有
者
及
び
問
鮭
制
山
間
業
設
本
】
が
策
面
の
前
期
的
山
間
業
資
本
た
る
羊
毛
商
人
に
反
抗
し
v

強
力
的
に
之
を
自
ら
従
属
せ
し
め
よ
う
と
し
た
そ
の
第
一
歩
が
、
右
の
保
例
に
外
な
ら
な
か
っ
た
」
(
同
ム
、
一
六
五
頁
、
傍
駒
大
塚
敬
授
)
也

す
る
解
稗
を
金
商
的
に
は
承
服
し
符
な
い
。
悲
し
‘
自
広
島
冊
目

g
は
可
。
自
O
B
L高叫
O口
角
田
等
身
と
呼
ば
れ
、
ま
た
次
第
に
輪
出
商
人
に
ま

で
成
り
上
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
等
は
元
来
宮
曲
目
白
ロ
仲
聞
や
曲
目
白
口
良
国
内

2
5
8
か
ら
成
る
枇
舎
に
不
可
依
の
商
人
府
と
し
て
生
成
し
た

の
で
'
あ
り
、
而
も
段
村
工
業
に
続
接
に
絡
み
あ
う
資
本
た
る
性
格
を
帯
び
て
い
た
。
従
っ
て
大
塚
敬
授
の
い
う
「
葉
商
D
前
期
的
資
本
」
と
り
み

一
方
的
に
断
定
し
符
な
い

o
a
-
自
-mgMV04匂巾『喝、吋
F
0
4『
g
-
A門
司
同
一
官
官
開
ロ
四
回
田
町
出
白
色
町

m
g一回目白件。一弓・

3
主唱

H
y
a
-

(
M
)
'
U
2己
苦
闘
呈
出
同
一
同
凶
コ
ロ
・

3
・

ω
s
g件
。
曲
丸
神
宮
間
四
回
百
二

O
F
Hヲ
匂
・
呂
田
・

(同
υ
)
m
u
・
MM-U-
何回目

N-nHJ『ロ
eu∞-
n
F
U回口問巾
Z
w
O℃
-
a
f
M】
-
u
h

粉、

ρ

リ
フ
ァ
ッ
ク
ス
僚
例
よ
り
二
十
二
年
後
に
・
と
の
問
題
が
ラ
ン
カ
シ
寸

1
で
騒
が
れ
て
い
る
の
は
、
工
業
後
遣
の
後
議
性
を
示
す
一
設
接

と
言
え
よ
う
b

ハ
ば
山
)
沼
田
恒
江

g
u
o
t
y
ω
宮一島

g
z
s
m
U
2色
告
自
由
ロ
同
え
の
さ
ま
同
町
田

H
P
3
U
0・
匂
・
ヨ

0・

終
済
態
研
究
三
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制
支
配
を
も
合
め
た
院
議
の
雇
備
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

(
党

)
U
0
5
・。同
y
n
p
W
3・N
叫

Oi--

(
日
以

)
ω
S
E仲
間
由
良
神
宮
河
四
回
目

BWg--H司
匂
・

N

∞a
・
〔
傍
勲
筆
者
)

大
塚
久
堆
「
初
期
資
本
主
義
に
お
け
る
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
針
立
」
(
系
議
所
牧
)
一
六
六
頁
以
下
参
照
G

同
近
代
険
洲
終
消
史
序
説
、
と
巻
、
昭
和
十
九
年
、
一
ュ
=
二
頁
以
下
参
照
。

積
、
こ
り
法
律
及
び
一
五
三
四
年
の
「
ウ

1
ス
タ

1
シ
ャ

1
内
に
お
け
る
級
一
%
に
闘
す
る
保
例
」
(
以
回
目
ロ
『
『
司
ロ
デ
口
・
目
白
・
)
に
つ
い
て
、
大

塚
歌
授
の
能
村
工
業
限
止
を
窓
隠
す
る
こ
れ
ら
の
法
律
か
ら
、
都
市
織
元
の
「
商
人
プ
ラ
ス
問
結
制
前
貸
人
」
な
る
性
格
と
農
村
織
元
D

「
農
民

プ
ラ
ス
近
代
職
場
主
」
た
る
性
格
と
の
針
比
を
求
め
、

-U
ト
商
業
資
本
的
な
「
都
市
の
織
元
」
と
よ
れ
'
産
業
資
本
的
な
「
農
村

ω
織
元
」
と
の
樹

立
を
看
坂
す
べ
き
と
さ
れ
る
解
務
を
縫
っ
て
、
矢
口
教
授
の
「
農
村
D
織
一
万
」
は
生
産
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
農
村
の
織
布
エ
に
封
す
る
階
級

で
あ
り
、
商
も
そ
れ
が
ほ
ち
に
「
庭
菜
資
本
」
の
組
純
で
あ
っ
た
と
は
併
せ
ら
れ
な
い
と
す
る
批
剣
(
矢
口
孝
次
郎
、

ι溺
稿
、
八
一
頁
以
下
)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
見
解
の
償
否
と
は
別
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
織
荷
ヱ
傑
例
は
「
ロ
ン
ド
ン
の
大
資
本
に
よ
っ
て
融
資
さ
れ
た
出
村
工
業
の
競
争

を
阻
止
せ
ん
と
し
て
」
都
市
の
織
元
乃
至
仕
ム
工
が
地
方
的
特
権
に
よ
る
保
護
に
頼
っ
た
こ
と
、
農
村
の
織
元
は
往
キ
に
し
て

5
2
n
H岡田己

冊目
H
L
O
M
『
四
円
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
白
な
事
抗
と
し
て
指
摘
し
て
お
こ
う
。

(
H
u
d『
白
色

Z
R
H
V
争
己
自
p
o
u
-
n
F
U・
唱
-
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一寸、
ラ
ン
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シ
ャ

1
頑
業
の
確
立

ト)

7

7

ス
テ
ィ
ア
ン
工
業
の
移
入

先
に
も
述
べ
士
如
く
、
ア
ル
7

ダ
戦
役
や
そ
れ
に
槙
く
軍
事
的
、
政
治
的
勝
利
に
も
拘
合
ず
十
六
世
紀
未
か
ら
十
七
世
紀
初
め
に
か
け
.

て
の
イ
ギ
リ
ス
は
、
大
陸
市
場
の
喪
失
と
圏
内
市
場
の
沈
滞
に
遭
遇
し
、
経
情
的
に
は
寧
ろ
慢
性
的
不
況
紋
態
に
陥
っ
た
の
で
あ
っ
た
が

線
描
阿
革
研
究



ラ
ン
カ
シ
ャ

1
綿
業
の
産
業
構
浩

琴
型子

こ
れ
に
封
慮
し
て
イ
ギ
リ
ス
産
業
は
大
い
に
革
新
さ
れ
ゆ
き
、
繊
維
工
業
に
つ
い
て
み
て
も
新
し
い
生
産
技
術
の
端
取
、
織
材
品
質
の

改
良
と
新
穂
織
物
の
導
入
に
よ
っ
て
、
「
小
鳶
業
革
命
」
同
旨
宮

a
E
p
g可
E
g
g
-丘四
C
D

と
も
呼
ば
れ
る
費
貌
を
遂
げ
つ
L

あ
っ

七
。
す
な
わ
ち
、
足
踏
紡
車
の
普
及
、
厚
手
毛
織
物
大
ゐ
可
。
即
応
色
。
岱
や

w
o
g
4
ハ

c
z
u
s℃
日
己
に
代
っ
て
、

guご
geEEF一

富山『

w
g官官
RVコ
自
O
の

wa'owmgBgy
詩
話
。
等
々
ハ
2
0
項
目
d
H
M
0
4
)
の
路
頭
、
絹
・
麻
糸
と
交
織
し
て
ク

1
ス
テ
ッ
ド
生
産
工

程
の
改
良
な
ど
と
技
術
上
の
襲
革
が
な
さ
れ
・
に
の
み
で
な
く
、
一
先
づ
先
進
工
業
地
帯
士
る
イ
ー
ス
ト
・
ア
シ
ダ
リ
ア
に
定
議
し
士
新
興

工
業
が
続
い
て
南
阿
部
及
び
北
部
の
諸
州
へ
も
移
入
さ
れ
て
行
つ
七
。
か
L
る
う
ち
に
、
ラ
シ
カ
シ
ャ

l
に
て
は
従
来
の
毛
織
物
七
る

g常
o
p
昨日
N
O

の
外
に

σaw
。
向
田
昌
が
、
又
麻
糸
・
椛
毛
糸
を
主
た
る
原
料
と
し
綿
そ
も
混
入
す
る
血

B
釦

-zmw円
。
部
門
が
新
に
加

わ
り
、
更
に
フ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
織
の
生
産
が
始
つ
大
の
で
あ
る
。

フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
工
業
は
最
初
毛
織
物
工
業
地
帯
と
腕
織
物
工
業
地
帯
の
中
問
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
か
ら
プ
ラ
ッ
ク
パ

l
ン
に
か
け
て
の
丘

陵
地
帯
農
村
に
立
地
し
、
引
績
き
東
方
に
擁
延
し
て
一
六
三

O
年
頃
に
は
才
ウ
ル
ダ
ム
地
方
に
も
確
立
さ
れ
い
に
。
就
中
、
ボ
ウ
ル
ト
ン
は
織

布
業
の
中
心
地
で
あ
り
、

E
こ
L
の
市
に
は
州
内
到
る
鹿
か
ら
グ
ア
ス
テ
ィ
7

ン
が
選
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
他
が
7

シ
チ
ェ
ス
タ
ー

の
町
で
も
往
年
の

zgROロ
ョ
に
代
っ
て
肺
織
物
(
後
に
は

g持
。
ロ
ム
宮

0
3乃
至
綿
・
絹
入
り
の

EBω
口
当
向
。
工
業
が
勃
興
し
、
更
に

寧
ろ
原
料
及
び
製
品
配
給
機
構
の
極
軸
と
た
る
と
と
も
に
、
意
匠
の
費
化
に
部
勝
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
商
人
へ
密
接
に
依
存
す
る
仕
上

工
程
は
専
ら
こ
の
町
の
内
外
に
て
行
わ
れ
七
。
か
く
し
て
確
立
さ
れ
土
工
業
は
、
恰
も
南
端

um旬。
z
o
E
織
の
衰
運
に
反
比
例
し
て
護
展

し
、
こ
れ
に
伴
い
品
質
の
改
善
に
も
共
々
と
成
功
す
る
が
、
や
が
て
ド
イ
ツ
綿
業
を
潰
滅
に
蹄
せ
し
め
士
一
一
一
十
年
職
役
が
勃
穫
す
る
頃
J

に

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
フ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
が
頻
り
に
仰
・
同
・
和
・
濁
な
ど
の
大
陸
諸
閣
に
輸
出
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
士
。
同
時
に
、
ア
ン
ト

ワ
ー
プ
に
代
っ
て
ロ
ン
ド
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
棉
花
市
場
と
し
て
大
き
く
浮
び
上
っ
て
き
七
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欣
態
を
ル
イ
ス
・

ロパ

1
ツ
は
共
の
如
く
述
べ
て
い
し
い
〈
「
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
マ
ン
チ
ェ
ス
タ

l
の
町
は
、
こ
の
鞘
に
お
い
て
も
記
憶
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
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ま
に
そ
れ
を
奨
励
す
る
た
め
に
稽
讃
し
て
や
る
に
催
す
る
。
そ
の
町
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
麻
糸
を
大
量
に
貿
い
、
そ
れ
冶
織
っ
て
リ
ン
ネ

ル
と
し
、
再
び
こ
れ
を
ア
イ
ル
ク
ン
ド
に
諮
り
返
し
て
貰
っ
て
い
る
。
そ
こ
の
産
業
は
こ
れ
の
み
に
と
ピ
ま
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
、
彼

等
は
最
初
キ
プ
ル
ス
や
ス
ミ
ル
ナ
か
ら
く
る
棉
花
を
ロ
ン
ド
ン
で
買
い
、
こ
れ
を
そ
の
地
で
フ
ア
ス
4

ア
イ
ア
ン
、
ず
ァ

1
ミ
リ
オ
ン
、
グ

イ
ミ
テ
ィ
、
そ
の
他
の
織
物
に
仕
上
げ
、
そ
れ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
に
迭
り
戻
し
て
販
貸
す
る
が
、
は
る
か
に
に
や
す
い
保
件
で
前
述
の
原
料

身
と
と
の
え
る
て
記
て
沿
持
っ
て
い
る
外
商
の
諸
地
方
へ
も
港
ら
れ
る
こ
と
が
稀
で
な
い
。
レ
ヴ
ア
ン
ト
・
カ
ム
パ
ニ
ィ
や
ト
ル
コ
・
ヵ

ム
パ
ニ
ィ
は
大
量
の
棉
花
と
相
糸
を
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
し
て
い
る
」
と
。
こ
L

に、

ン
ド
ン
を
通
じ
て
製
品
の
織
物
が
販
中
賀
さ
れ
る
こ
と
治
示
し
て
い
る
。
然
し
、
首
時
の
交
通
事
情
を
考
聡
し
、
変
に
轍
入
が
カ
ム
パ
ニ
ィ

商
人
に
よ
っ
て
猫
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
原
棉
慣
格
が
不
断
に
激
し
い
縦
覧
動
必
繰
返
し
て
い
七
の
は
群
易
に
想
像
さ

れ
う
る
。
例
え
ば
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
か
の
航
揖
保
例
が
制
定
さ
れ
る
と
、
カ
ム
パ
ニ

f
商
人
は
直
ち
に
相
僻
つ
り
あ
げ
を
策
し
て
い
る

の
で
あ
り
、
そ
の
結
巣
棉
花
の
杭
常
的
轍
入
に
依
存
す
る
ラ
ン
カ
シ
ャ

l
の
工
業
は
棉
花
飢
慨
に
凡
舞
わ
れ
、
三
ハ
玉
川
年
-
フ
ン
カ
シ
ヤ

ー
の
綿
花
商
人
、
フ
ア
ス
d

ア
イ
ア
ン
商
人
及
び
織
布
工
大
ら
は
「
ア
ア
ス
テ
ィ
ア
シ
製
遣
業
に
仙
わ
れ
る
ラ
ン
カ
シ

?
lニ
慌
の
食
民
」

の
仁
め
に
フ
ラ
ン
ヘ
オ
ラ
ン
ダ
等
よ
り
の
机
花
輪
入
許
可
を
請
願
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
ハ
ン
プ
ル
ゲ
で
六
1

l

七
片
の
机
花

に
彼
等
は
十
八
1

2

1

二
十
汁
も
義
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
以
前
は
一
反
が
十
一
丁
i
一
一
一
志
で
あ
っ
た
彼
等
の
フ
ア
ス
テ

J

I今
で
は
二

十
志
冶
下
組
わ
る
値
段
に
て
敗
賢
し
符
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
劃
し
て
ハ
ン
プ
ル
グ
で
は
十
六
志
で
あ
る
と
比
較
し
、
従
っ
て
棉
花
輪
入

が
現
献
の
ま
L

に
制
約
さ
れ
て
い
る
限
り
、
折
内
ド
イ
ツ
綿
業
と
の
競
争
に
牧
め
仁
勝
利
は
一
昨
び
ハ
シ
7

ル
グ
に
奪
回
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

と
訴
え
、
関
民
を
破
滅
せ
し
め
て
外
関
人
殺
宵
ま
し
め
る
如
き
「
か
L
ゐ
法
律
は
忘
却
の
彼
方
に
葬
ら
れ
ん
こ
と
も
と
希
求
し
て
、
航
海

僚
例
に
謝
す
る
怨
践
の
聾
を
油
ら
し
て
い
る
。
と
も
か
く
、
右
の
概
観
か
ら
も
窺
え
よ
う
が
、
-
フ
ン
カ
シ
ャ

l
綿
業
は
か
く
の
如
き
閥
際

的
な
闘
連
の
も
と
に
新
興
し
て
き
に
の
で
あ
う
仁
。

ロ
ン
ド
ン
を
過
し
て
東
方
の
綿
花
が
輸
入
さ
れ
、

ロ
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ラ
ン
カ
シ
ャ

1
紛
殺
の
産
業
構
造

考Z
!ll} 

さ
て
、
と
こ
ろ
で
新
規
に
護
足
し
た
木
綿
工
業
の
産
業
構
遣
や
検
討
す
る
に
先
立
っ
て
若
干
の
指
摘
・
そ
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
第
一
に
は
ア
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
織
に
限
ら
ず
、
凡
そ
ク

i
ス
テ
ツ
ド
な
ど
の

z
o
d
q
g
d
H
U
0
4
に
共
通
す
る
事
情
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
工
業
は
資
本
制
生
産
の
相
官
程
度
に
殻
展
し
た
段
階
に
お
い
て
、
従
っ
て
資
本
の
蓄
積
も
進
み
生
産
者
唐
の
分
僻
も
始
っ
て
い

七
時
期
に
移
入
さ
れ
た
産
業
で
あ
り
、
そ
れ
故
欝
来
の
工
業
と
比
較
し
て
最
初
か
ら
蓬
か
に
資
本
の
支
配
が
弧
く
、
大
費
本
の
運
用
に
基

く
工
業
経
後
へ
の
設
が
梓
易
に
開
か
れ
て
い
た
。
第
二
に
、
生
産
技
術
の
よ
り
護
展
し
た
形
態
に
お
い
て
導
入
さ
れ
た

2
0
4

『ロ
Bug-吋

の
類
は
、
蛍
然
比
較
的
高
度
な
技
術
と
設
備
と
そ
必
要
と
し
、
こ
の
鮪
か
ら
も
資
本
の
支
配
力
は
優
越
す
る
こ
と
L
な
っ
た
が
、
フ
ア
ス

テ
ィ
ア
ン
に
お
い
て
も
就
中
設
備
に
最
も
設
本
の
要
す
る
仕
上
工
程
は
専
ら
費
本
家
た
る
商
人
の
直
穫
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
、
或
い
は

彼
等
に
税
制
勝
す
る
仕
上
工
に
下
請
さ
れ
て
い
に
の
で
あ
る
。
第
一
一
一
に
、
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
織
の
原
料
は
棉
花
の
レ
ヴ
ア
ン
ト
や
地
中
海
諸

島
(
後
に
は
問
イ
ン
ド
諸
島
も
)
及
び
跡
糸
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
や
ド
イ
ツ
な
ど
い
ず
れ
も
海
外
遠
隔
地
の
供
給
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
末
端
の
小
生
産
者
に
ま
で
奮
さ
れ
る
に
は
配
給
網
の
組
織
化
、
信
用
及
び
輪
選
機
構
の
整
備
が
必
要
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
殊
に

償
柊
費
動
の
激
し
く
市
場
繰
作
に
相
官
の
費
本
と
熟
練
ぞ
必
要
と
す
る
棉
花
の
場
合
は
専
門
の
商
人
以
外
に
生
産
者
が
直
接
原
料
市
場
に

介
入
す
る
こ
と
を
不
可
能
に
し
て
い
た
。
か
く
し
て
、
小
生
産
者
は
原
料
市
場
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
ゆ
く
傾
に
あ
っ
た
。
第
四
に
、
棉
花
の

供
給
や
金
く
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
製
品
の
相
官
部
分
身
海
外
に
轍
出
し
て
い
る
フ
ア
ス
-
ア
イ
ア
ン
工
業
は
、
先
に
も
燭

れ
た
如
く
園
際
市
場
と
の
輯
接
な
繋
り
を
保
ち
つ
L
勃
興
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
L

に
1
・
ギ
リ
ス
最
大
の
貿
易
港
ロ
ン
ド
ン
が
圏
内
に
お

け
る
配
給
機
構
の
雨
端
と
な
り
、
原
料
並
び
に
製
品
市
場
と
し
て
重
要
な
る
意
義
を
占
む
る
に
至
る
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
と
の
交
易
に

従
事
す
る
チ
ェ
ザ
ム
家
の
如
、
き
7

ン
チ
ェ
ス
タ

i
の
大
商
人
が
、
棉
花
商
と
し
て
、
ま
七
仕
上
工
程
の
粧
品
両
者
と
し
て
、
同
時
に
販
賓
の

組
織
者
七
る
フ
ア
ス
司
ア
イ
ア
ン
商
と
し
て
、
お
の
ず
か
ら
産
業
構
謹
の
組
織
化
に
指
導
的
な
役
割
を
演
ず
る
に
至
る
。
従
っ
て
、
原
料
・

製
品
雨
市
場
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
ゆ
く
生
蔑
者
は
こ
れ
ら
の
費
本
へ
の
依
存
性
を
深
め
る
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
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さ
れ
ば
新
興
木
綿
工
業
に
て
は
出
費
鮪
か
ら
大
幅
に
資
本
が
優
位
な
支
配
力
を
及
ぼ
し
、
前
世
紀
よ
り
も
一
唐
前
進
し
七
形
態
の
産
業

構
迭
を
打
ち
出
し
た
こ
と
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。
と
言
つ
で
も
布
の
諸
篠
件
に
よ
っ
て
下
部
組
織
と
し
て
の
小
織
元
経
替
が
決
定
的
に
分
解

し
は
で
る
の
で
は
な
い
。
否
、
寧
ろ
綿
業
の
確
立
・
護
展
に
つ
れ
て
小
農
民
が
工
業
経
傍
へ
進
出
す
る
機
舎
は
横
大
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

農
工
粂
畿
の
重
心
を
織
布
業
に
移
行
し
士
小
屋
住
織
元
唐
の
膨
脹
は
頴
箸
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
産
業
構
遣
の
頂
鮪
に
立
つ
大
商
入
居
と

基
底
部
"
を
構
成
す
る
小
生
産
者
唐
の
中
間
に
は
地
域
的
な
支
配
閤
ぞ
も
つ
に
小
費
本
家
群
そ
介
在
せ
し
め
つ
与
、
相
互
の
間
は
ニ
ュ
ア

ン
ス
を
異
に
す
る
無
数
の
賛
同
貝
や
信
用
の
網
の
自
在
以
て
覆
い
包
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
つ
に
。
そ
れ
故
こ
L
に
ワ
ォ
ヅ
ワ

l
ス
の
言
葉
ぞ

蒋
れ
ば
、
「
フ
ア
ス
テ
ィ
ア
ン
工
業
が
正
に
棋
ぞ
お
ろ
し
つ
L
あ
っ
七
十
七
世
紀
の
前
半
に
お
い
て
は
そ
の
形
態
を
分
類
す
る
に
本
易
で

な
い
」
の
で
あ
っ
た
が
、
と
も
か
く
確
女
期
の
産
業
構
造
を
順
次
に
と
き
ほ
ぐ
し
て
行
こ
う
。

設
(

I

)

4
『
白
色
帥

dqo昆
『

待

出

回

国

P
。℃

-nR-w
匂
・
ど
-

(

2

)

こ
れ
ら
の
織
物
は
鶴
来
。
ウ
ー
ル
ン

4
q
g口
四
回
と
阪
別
し
て
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド

dqogg仏
と
呼
ば
れ
る
m
い
で
あ
る
が
、
繭
者
。
問
に
次
の
如
き
相

選
が
あ
る
。
ウ
ー
ル
ン
は
短
い
縮
れ
た
羊
毛
を
原
料
と
し
、
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
は
良
質
の
長
宅
を
用
ぅ
。
前
者
は
準
備
工
程
で
刷
毛

Baを
、
後

者
は
統
毛

nOBσ

を
さ
れ
る
。
前
者
は
織
ヲ
て
か
ら
総
試
を
加
え
て
討
を
縮
ま
ら
せ
、
品
舗
を
起
て
A

揃
え
、
織
物
に
光
部
を
奥
え
る
ま
で

D

操

作

(
Eロロ
m-
同
曲
目
包
括
・
凹
富
由
民
話
)
が
行
わ
れ
る
が
、
後
者
は
そ
れ
を
嬰
し
な
い
。
前
者
は
一
見
し
て
織
目
の
わ
か
ら
ぬ
織
物
で
あ
る
が
、
後

者
は
織
目
が
判
然
と
し
て
い
る
。
ウ
ー
ス
テ
ッ
ド
は
機
械
化
に
封
令
る
技
術
的
な
凶
雛
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
。

(

3

)

伊四日』司町田問。

σ
R
g
w
寸

vm
吋
司
自
由
由
民
同
冊
。
同
斗
同
即
時
日

Z
L
E
-
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4
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O
P
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